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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　内視鏡関連の部品のオーダー入力を受け付けるオーダー入力受付手段と、
　　前記入力されたオーダー情報を所定のユーザー識別情報と共に送信するオーダー送信
手段と、
を有する端末機と、
　内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれるパーツに関する内視鏡関連部品情報が格納
されたパーツデータベース、及び前記ユーザー識別情報に関連付けられたユーザーに関す
るユーザー情報が格納されたユーザーデータベースを有するホストであって、
　　前記端末機からの送信データを受信する受信手段と、
　　前記受信された送信データのうちの前記オーダー情報に基づき、前記パーツデータベ
ースから該オーダー情報に対応する内視鏡関連部品情報を取得して製造部門の端末に送信
すると共に、該受信された送信データのうちの前記ユーザー識別情報に基づき、前記ユー
ザーデータベースから該ユーザー識別情報に関連付けられたユーザー情報を取得して配送
部門の端末に送信する送信手段と、
を有するホストと、
を備えたこと、を特徴とする内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項２】
　前記オーダー入力受付手段は、前記内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれるパーツ
の選択的な入力をオーダー入力として受け付けること、を特徴とする請求項１に記載の内
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視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項３】
　　内視鏡の用途及びユーザーの手の情報のオーダー入力を受け付けるオーダー入力受付
手段と、
　　前記入力されたオーダー情報を所定のユーザー識別情報と共に送信するオーダー送信
手段と、
を有する端末機と、
　内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれるパーツに関する内視鏡関連部品情報が格納
されたパーツデータベース、及び前記ユーザー識別情報に関連付けられたユーザーに関す
るユーザー情報が格納されたユーザーデータベースを有するホストであって、
　　前記端末機からの送信データを受信する受信手段と、
　　前記受信された送信データのうちの前記オーダー情報に基づき、前記パーツデータベ
ースから該オーダー情報に対応する内視鏡関連部品情報を取得して製造部門の端末に送信
すると共に、該受信された送信データのうちの前記ユーザー識別情報に基づき、前記ユー
ザーデータベースから該ユーザー識別情報に関連付けられたユーザー情報を取得して配送
部門の端末に送信する送信手段と、
を有するホストと、
を備えたこと、を特徴とする内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項４】
　前記オーダー入力受付手段は、前記内視鏡の用途及び前記ユーザーの手の情報の選択的
な入力をオーダー入力として受け付けること、を特徴とする請求項３に記載の内視鏡オー
ダーパーツシステム。
【請求項５】
　前記ユーザーの手の情報は、ユーザーの利き腕、手の大きさ、各指の太さ及び長さのう
ち、少なくとも１つを含むこと、を特徴とする請求項３または請求項４のいずれかに記載
の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項６】
　前記ユーザーに関するユーザー情報は、ユーザー名、住所、電話番号、メールアドレス
のうち、少なくとも１つを含む情報であること、を特徴とする請求項１から請求項５のい
ずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項７】
　前記内視鏡本体に組み込まれるパーツは、ユーザーが内視鏡を操作するための操作部を
構成するパーツを含むこと、を特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の内視
鏡オーダーパーツシステム。
【請求項８】
　前記内視鏡本体に組み込まれるパーツは、操作部本体、グリップ、上下湾曲ノブ、左右
湾曲ノブ、上下ブレーキレバー、左右ブレーキツマミ、鉗子起上レバーのうち、少なくと
も１つを含むこと、を特徴とする請求項１から請求項７のいずれかに記載の内視鏡オーダ
ーパーツシステム。
【請求項９】
　前記操作部本体についてのオーダー入力は、前記操作部本体に対して前記内視鏡のユニ
バーサルコードを接続する位置を指定する入力であること、を特徴とする請求項１を引用
する請求項８に記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項１０】
　前記グリップについてのオーダー入力は、該グリップの材料、太さ、厚み、丸み、及び
滑り止めの有無を指定する入力であること、を特徴とする請求項１を引用する請求項８ま
たは請求項９のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項１１】
　前記上下湾曲ノブ又は前記左右湾曲ノブについてのオーダー入力は、該上下湾曲ノブ又
は該左右湾曲ノブの大きさ、指掛部の数及び形状を指定する入力であること、を特徴とす
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る請求項１を引用する請求項８から請求項１０のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツ
システム。
【請求項１２】
　前記上下ブレーキレバーについてのオーダー入力は、該上下ブレーキレバーの大きさ、
及びレバーの形状を指定する入力であること、を特徴とする請求項１を引用する請求項８
から請求項１１のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項１３】
　前記左右ブレーキツマミについてのオーダー入力は、該左右ブレーキツマミのツマミ部
の大きさ及び形状を指定する入力であること、を特徴とする請求項１を引用する請求項８
から請求項１２のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項１４】
　前記鉗子起上レバーについてのオーダー入力は、該鉗子起上レバーのレバー部の大きさ
及び形状を指定する入力であること、を特徴とする請求項１を引用する請求項８から請求
項１３のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【請求項１５】
　前記端末機は、ハンディターミナルであること、を特徴とする請求項１から請求項１４
のいずれかに記載の内視鏡オーダーパーツシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ユーザーの好みに合わせた特注品の内視鏡を該ユーザーに提供する内視鏡オ
ーダーパーツシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、ユーザーが内視鏡を購入する場合、ユーザーは、医療機器メーカーが発行した
カタログに掲載された仕様を閲覧することによって、購入する内視鏡を決定し、その医療
機器メーカーに連絡をして、製品の購入を行っていた。（例えば、非特許文献１参照。）
。また、近年、ネットワークの発達により、オンラインでカタログを閲覧し、製品の仕様
を確認し、その医療機器メーカーに連絡をして、製品を購入することもできるようになっ
ている（例えば、非特許文献２参照。）。また、医療機器メーカーから販売員が直接ユー
ザーのもとに訪問して、そのユーザーに、実際に製品や試作品などを操作させて、製品を
販売することもある。
【０００３】
この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては次のものがある。
【非特許文献１】
「気管支ファイバースコープ（FIBER SCOPES BRONCHO）」、ペンタックス株式会社、許可
番号：玉用第２７７号、ｐ１－２５
【非特許文献２】
「Products Information」、[online]、平成１３年、ペンタックス販売株式会社、[平成
１４年１１月２２日検索]、
インターネット＜ＵＲＬ:http://www.pentax.co.jp/psc/product.html＞
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
近年、医療機器メーカーの技術の向上によって、内視鏡を操作するために熟練した操作技
術を必要としない製品が次々と開発されている。しかしながら、内視鏡の操作ミスは、患
者に多大な負担を掛けてしまうため、ユーザーは、より操作し易い内視鏡の開発を求めて
いる。
【０００５】
ところが、操作し易い内視鏡とは、ユーザー毎に異なっているものである。すなわち、ユ
ーザーの身体的特徴、経験、性格などによって、内視鏡に求められる操作性も異なってく
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る。
【０００６】
そこで、本発明は上記の事情に鑑み、内視鏡を購入する全てのユーザーに、操作し易い内
視鏡を提供することができる内視鏡オーダーパーツシステムを提供することを目的とする
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するため、本発明の一態様に係る内視鏡オーダーパーツシステムは、
端末機とホストを備える。端末機は、内視鏡関連の部品のオーダー入力を受け付けるオー
ダー入力受付手段と、入力されたオーダー情報を所定のユーザー識別情報と共に送信する
オーダー送信手段とを有する。ホストは、内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれるパ
ーツに関する内視鏡関連部品情報が格納されたパーツデータベース、及びユーザー識別情
報に関連付けられたユーザーに関するユーザー情報が格納されたユーザーデータベースを
有するホストであって、端末機からの送信データを受信する受信手段と、受信された送信
データのうちのオーダー情報に基づき、パーツデータベースから該オーダー情報に対応す
る内視鏡関連部品情報を取得して製造部門の端末に送信すると共に、該受信された送信デ
ータのうちのユーザー識別情報に基づき、ユーザーデータベースから該ユーザー識別情報
に関連付けられたユーザー情報を取得して配送部門の端末に送信する送信手段とを有する
。
【０００８】
　ここで、オーダー入力受付手段は、例えば内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれる
パーツの選択的な入力をオーダー入力として受け付ける。
【０００９】
　また、本発明の別の態様の内視鏡オーダーパーツシステムは、端末機とホストを備える
。端末機は、内視鏡の用途及びユーザーの手の情報のオーダー入力を受け付けるオーダー
入力受付手段と、入力されたオーダー情報を所定のユーザー識別情報と共に送信するオー
ダー送信手段とを有する。ホストは、内視鏡本体又は該内視鏡本体に組み込まれるパーツ
に関する内視鏡関連部品情報が格納されたパーツデータベース、及びユーザー識別情報に
関連付けられたユーザーに関するユーザー情報が格納されたユーザーデータベースを有す
るホストであって、端末機からの送信データを受信する受信手段と、受信された送信デー
タのうちのオーダー情報に基づき、パーツデータベースから該オーダー情報に対応する内
視鏡関連部品情報を取得して製造部門の端末に送信すると共に、該受信された送信データ
のうちのユーザー識別情報に基づき、ユーザーデータベースから該ユーザー識別情報に関
連付けられたユーザー情報を取得して配送部門の端末に送信する送信手段とを有する。
【００１０】
　オーダー入力受付手段は、例えば内視鏡の用途及びユーザーの手の情報の選択的な入力
をオーダー入力として受け付ける。ユーザーの手の情報には、例えばユーザーの利き腕、
手の大きさ、各指の太さ及び長さのうち、少なくとも１つが含まれる。
【００１１】
　ユーザーに関するユーザー情報には、例えばユーザー名、住所、電話番号、メールアド
レスのうち、少なくとも１つが含まれる。
【００１２】
　内視鏡本体に組み込まれるパーツには、例えばユーザーが内視鏡を操作するための操作
部を構成するパーツが含まれる。当該パーツには、例えば操作部操作部本体、グリップ、
上下湾曲ノブ、左右湾曲ノブ、上下ブレーキレバー、左右ブレーキツマミ、鉗子起上レバ
ーのうち、少なくとも１つが含まれる。
【００１３】
　操作部本体のパラメータについてのオーダー入力は、例えば操作部本体に対して内視鏡
のユニバーサルコードを接続する位置を指定する入力である。また、グリップについての
オーダー入力は、例えばグリップの材料、太さ、厚み、丸み、及び滑り止めの有無であり
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、上下湾曲ノブ及び左右湾曲ノブについてのオーダー入力は、例えば各ノブの大きさ、指
掛部の数及び形状であり、上下ブレーキレバーについてのオーダー入力は、例えば上下ブ
レーキレバーの大きさ、及びレバーの形状を指定する入力であり、左右ブレーキツマミに
ついてのオーダー入力は、例えば左右ブレーキツマミのツマミ部の大きさ及び形状を指定
する入力であり、鉗子起上レバーについてのオーダー入力は、例えば鉗子起上レバーのレ
バー部の大きさ及び形状を指定する入力である。
【００１４】
また、上記内視鏡オーダーパーツシステムにおいて、端末機は、ハンディターミナルであ
る。
【００１５】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステム５００の構成を示すブ
ロック図である。この内視鏡オーダーパーツシステム５００は、種々の内視鏡を製造し、
販売する側である医療機器メーカーが、病院などの内視鏡を購入するユーザーの要望を聞
き、その要望に応じた内視鏡を販売するシステムである。第１の実施形態において上記シ
ステムは、ユーザー側の要望を入力するハンディターミナル１００と、内視鏡の製造から
販売及び配送まで全てを行う医療機器メーカー２００から構成されている。
【００１６】
図１に示すように、ハンディターミナル１００は、ユーザーが購入する内視鏡に関する情
報を入力する入力キーを備えた入力部１１０と、内視鏡に関する情報が表示される表示部
１２０と、外部装置とデータ通信を行うための通信部１３０から構成されている。
【００１７】
図２は、ハンディターミナル１００の詳細を示す図である。入力部１１０には、１～ｎの
数値が記された数値キー、曲折矢印が記された決定キーなどが配列されている。また、こ
の図２は、ハンディターミナル１００の図示しない記録部に記録されている内視鏡を注文
するプログラムが起動した状態を表しており、表示部１２０には、医療機器メーカー２０
０が販売している内視鏡と、それらの内視鏡を構成するパーツが、それぞれ複数種類表示
されている。この各種パーツとは、ユーザーが内視鏡を操作するための操作部を構成する
パーツである。この種々のパーツは、操作部操作部本体、グリップ、上下湾曲ノブ、左右
湾曲ノブ、上下ブレーキレバー、左右ブレーキツマミ、鉗子起上レバーのうち、少なくと
も１つを含んでいる。この第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステム５００におい
て、ユーザーは、この表示部１２０に表示されている各種パーツを、自身の好みに応じて
選択し、注文することができる。
【００１８】
また、図３は、医療機器メーカー２００が販売する内視鏡の一形態である内視鏡１を示す
図である。この内視鏡１は、挿入部可撓管１０と、鉗子差込口２０と、操作部３０と、コ
ネクタ部４０と、ユニバーサルコード５０から構成されている。
【００１９】
内視鏡１が備える挿入部可撓管１０は、体腔内に挿入される管であり、可撓性を有してい
る。この挿入部可撓管１０の先端部には、体腔内の生体組織を観察するための図示しない
対物光学系と固体撮像素子が配設されている。挿入部可撓管１０内部には、固体撮像素子
によって受光され、光電変換された画像信号を送信する信号線や、観察対象に光を当てる
ライトガイドなどが配設されている。
【００２０】
鉗子差込口２０は、生体組織の止血や採取など、さまざまな処置を行うための鉗子を挿入
する部位である。ユーザーは、手術内容に応じてさまざまな鉗子を、この鉗子差込口２０
にセットする。
【００２１】
コネクタ部４０は、内視鏡１を、プロセッサなどの画像処理を行う画像処理装置に接続す
る部位である。このコネクタ部４０は、主に、固体撮像素子から伝送される画像信号を伝



(6) JP 4373664 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

送する信号線と、画像処理を行うプロセッサ側の信号線と、を接続しており、さらに、ラ
イトガイドと、プロセッサ側の光源部と、を接続している。また、このコネクタ部４０は
、ユニバーサルコード５０を介して、操作部３０と接続されている。
【００２２】
図４は、操作部３０の詳細を示す図である。上述したように操作部３０は、ユーザーが内
視鏡を操作するための部位であり、操作部本体３１、グリップ３２、上下湾曲ノブ３３、
左右湾曲ノブ３４、上下ブレーキレバー３５、左右ブレーキツマミ３６、鉗子起上レバー
３７などのパーツから構成されている。
【００２３】
図５～図１１は、表示部１２０に表示されるパーツの一例を示す図である。なお、この図
５～図１１において、これらパーツの各々で、それぞれパラメータの異なった２～３パタ
ーンを図示しているが、各パーツのパターン数は、これに限定されることはない。
【００２４】
操作部本体３１は、操作部３０の種々のノブ、レバー、ボタンなどのパーツを取り付ける
ための土台となる部位であり、これらの種々パーツの駆動機構や、画像信号を伝送する信
号線などを収納するための外枠である。また、この操作部本体３１は、ユニバーサルコー
ド５０を接続する接続部３１ａを有している。この接続部３１ａが形成されている位置に
よって、操作部３０とユニバーサルコード５０との位置関係は決定する。図５に示すよう
に、この接続部３１ａが形成されている位置は、図５（ａ）と図５（ｂ）との間で異なっ
ており、ユーザーによって異なる操作部３０の保持方法（例えば、握り方）に対応するこ
とができる。また、図５（ａ）の操作部本体３１には、図５(ｂ)の操作部本体３１に比べ
てリモートボタン３１ｂ（図４中）に近い位置に、接続部３１ａが備えられており、この
リモートボタン３１ｂを操作し易くなっている。
【００２５】
グリップ３２は、ユーザーが内視鏡１を把持するための部位である。図６（ａ）～（ｃ）
に示すように、このグリップ３２では、太さ、厚み、丸み、滑り止め３２ａの有無などの
形状、及びグリップ３２に用いられる材料などがそれぞれ異なっているパターンが用意さ
れている。これは、ユーザーによって異なる手の大きさ、指の長さ、利き腕などに対応す
るためであり、ユーザーは、自身が、最も握り易い形状、及び材料を有するグリップを選
択することができる。
【００２６】
上下湾曲ノブ３３は、図３の矢印Ａ方向に、内視鏡１の先端部、すなわち挿入部可撓管１
０の先端部を動かすためのノブであり、図７において時計回りに回動させると、図３下方
向に、挿入部可撓管１０の先端部を湾曲させ、反時計回りに回動させると、図３上方向に
、挿入部可撓管１０の先端部を湾曲させる。図７（ａ）～（ｃ）に示すように、この上下
湾曲ノブ３３では、大きさ、角部の形状がそれぞれ異なっているパターンが用意されてい
る。大きさは、ユーザーの手の大きさ、指の長さなどに対応するために複数パターン用意
されたものであり、角部の形状は、ユーザーが、角部外周３３ａ、または引っ掛け部３２
ｂのいずれかを用いて、この上下湾曲ノブ３３を回動させるかによって、複数パターン用
意されたものである。また、角部の数が異なっているパターンも用意されている。
【００２７】
また、図８（ａ）～（ｃ）に示すように、左右湾曲ノブ３４も、上下湾曲ノブ３３と同様
の異なったパラメータを有するものが、複数パターン用意されている。この左右湾曲ノブ
３４は、図３の矢印Ａに対して垂直となる方向に、挿入部可撓管１０の先端部を動かすた
めのノブであり、図８において時計回りに回動させると、図３紙面手前方向に、挿入部可
撓管１０の先端部を湾曲させ、反時計回りに回動させると、図３紙面奥方向に、挿入部可
撓管１０の先端部を湾曲させる。また、上下湾曲ノブ３３と左右湾曲ノブ３４との大きさ
を比較した場合、上下湾曲ノブ３３の方が大きいことを好むユーザーや、左右湾曲ノブ３
４の方が大きいことを好むユーザーがいるため、この２つのノブの大きさの関係も、ユー
ザーのパーツ選択の一要素となっている。
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【００２８】
上下ブレーキレバー３５は、上下湾曲ノブ３３によって湾曲された挿入部可撓管１０の先
端部を、その湾曲された位置に固定するための部位であり、図９においてブレーキレバー
部３５ａを反時計回りに回動させると、挿入部可撓管１０の先端部を固定する。図９（ａ
）、（ｂ）に示すように、この上下ブレーキレバー３５では、大きさ、ブレーキレバー部
３５ａの形状がそれぞれ異なっているパターンが用意されている。この上下ブレーキレバ
ー３５の大きさやブレーキレバー部３５ａの形状などのパラメータは、上下ブレーキレバ
ー３５が上下湾曲ノブ３３や左右湾曲ノブ３４よりも内側に取り付けられるため、ユーザ
ーの操作性だけでなく、選択された上下湾曲ノブ３３や左右湾曲ノブ３４の大きさによっ
ても決定する。
【００２９】
左右ブレーキツマミ３６は、左右湾曲ノブ３４によって湾曲された挿入部可撓管１０の先
端部を、その湾曲された位置に固定するための部位であり、図１０においてブレーキツマ
ミ部３６ａを反時計回りに回動させると、挿入部可撓管１０の先端部を固定する。図１０
（ａ）、（ｂ）に示すように、この左右ブレーキツマミ３６では、ブレーキツマミ部３６
ａの大きさ、形状がそれぞれ異なっているパターンが用意されている。このブレーキツマ
ミ部３６ａの大きさ、形状は、ユーザーの操作性のみで決定するパラメータである。
【００３０】
鉗子起上レバー３７は、鉗子差込口２０から挿入された鉗子を、挿入部可撓管１０の先端
部近傍で、光軸方向から光軸と垂直な方向に起上させるレバーであり、主に側視鏡に搭載
されるものである。図１１において起上レバー部３７ａを反時計回りに回動させると、そ
の回動量に応じて鉗子を起上させる。図１１（ａ）、（ｂ）に示すように、この鉗子起上
レバー３７では、起上レバー部３７ａの大きさ、形状がそれぞれ異なっているパターンが
用意されている。この起上レバー部３７ａの大きさ、形状は、ユーザーの操作性のみで決
定するパラメータである。
【００３１】
この内視鏡１を販売する医療機器メーカー２００は、図１に示すように、外部装置とデー
タ通信を行うための通信部２１０と、抽出部２２０と、パーツデータベース２３０と、ユ
ーザーデータベース２４０と、製造ライン２５０と、配送センター２６０を備えている。
【００３２】
抽出部２２０は、通信部２１０が受信した情報に基づいて、パーツデータベース２３０、
及びユーザーデータベース２４０から所定の情報を抽出し、パーツデータベース２３０か
ら抽出した情報を、製造ライン２５０に送信し、ユーザーデータベース２４０から抽出し
た情報を、配送センター２６０に送信する。このパーツデータベース２３０には、医療機
器メーカー２００が販売しているさまざまな内視鏡、及びそれらの内視鏡の操作部を構成
するさまざまなパーツに関する情報が記録されている。また、ユーザーデータベース２４
０には、このメーカーから種々の医療機器を購入するユーザーに関する情報が記録されて
いる。このユーザーに関する情報とは、例えば、ユーザー名、住所、電話番号、メールア
ドレスなどである。
【００３３】
図１２は、第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステム５００におけるユーザー側の
処理を示すフローチャートである。以下に、このフローチャートを説明する。
【００３４】
ユーザーは、医療機器メーカー２００が発行するカタログや、ホームページ、または医療
機器メーカー２００の営業員との相談などによって、購入する内視鏡を選択する（Ｓ１）
。そして、ハンディターミナル１００に、購入する内視鏡の情報を入力する。
【００３５】
まず、ハンディターミナル１００に記録されている内視鏡を注文するためのプログラムを
起動させる。このプログラムが起動すると、表示部１２０に、図２に示す画像が表示され
る。そして、「１（図中アラビア数字の１）．内視鏡本体」と表示された箇所に点滅する
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カーソルが現れる。ユーザーは、表示部１２０に表示されている種々の内視鏡本体の中か
ら、購入したい内視鏡本体を選択する。例えば、内視鏡本体Ｂを購入したい場合は、入力
部１１０に配列された数値キーのうち、「２」が記されているキーを押圧する。この「２
」キーが押圧されると、ユーザーに、内視鏡本体Ｂが選択されたことが分かるように、内
視鏡本体Ｂの前に表示されている「２．」が白抜きで表示される。そして、カーソルは、
「２（図中アラビア数字の２）．パーツ」と表示された箇所に移動する。
【００３６】
次に、ユーザーは、上述した操作部３０を構成する種々のパーツを、自身の好みに応じて
カスタムオーダーするかどうかを選択する（Ｓ２）。カスタムオーダーを選択しない場合
（Ｓ２：Ｎ）、医療機器メーカー２００が設定した基本仕様のパーツによって組立てられ
た内視鏡の発注が行われる。また、カスタムオーダーを選択した場合（Ｓ２：Ｙ）、操作
部３０を構成する種々のパーツを、自身の好みに応じて選択することができる（Ｓ３）。
【００３７】
Ｓ２及びＳ３におけるハンディターミナル１００の操作を以下に説明する。カスタムオー
ダーを選択しない場合、「２（図中アラビア数字の２）．パーツ」の箇所でカーソル点滅
している状態で、曲折矢印が記された決定キーを押圧し、注文を確定する。そして、図示
しない送信キーを押圧し、ユーザーに関する情報と共に、この注文データを医療機器メー
カー２００に送信する（Ｓ４）。カスタムオーダーを選択する場合、図示しない矢印キー
によって、カーソルを「ａ．操作部本体」に移動させる。以降は、内視鏡本体と同様の選
択方法で、入力部１１０を操作し、カスタムオーダーする各種パーツを決定し、全てのパ
ーツの選択が終了すると、送信キーを押圧し、ユーザー識別情報と共に、この注文データ
を医療機器メーカー２００に送信する（Ｓ４）。なお、このユーザー識別情報とは、医療
機器メーカー２００のユーザーデータベース２４０に登録されている、ユーザーを識別す
るための番号である。このユーザー識別番号は、ユーザーが予め、ネットワークやダイレ
クトメールなどによって、医療機器メーカー２００に、ユーザー名、住所、電話番号、メ
ールアドレスなどの情報を通知し、それらの情報を医療機器メーカー２００がユーザーデ
ータベース２４０に登録した後に、ユーザーに与える番号のことである。
【００３８】
この操作部３０を構成する種々のパーツを選択する方法としては、カタログやホームペー
ジなどで仕様を確認してパーツを選択する方法、営業員が持参したこれらのパーツの模型
や実際の部品などを手に取って確認する方法など、さまざまな方法が考えられる。ユーザ
ーは、自身が操作し易いと感じたパーツを各種選択し、そのデータをハンディターミナル
１００に入力し、医療機器メーカー２００に送信し（Ｓ４）、ユーザー側が行うオーダー
処理は終了する。なお、この実施形態では、医療機器メーカー２００にデータを送信する
際に、ハンディターミナル１００を用いているが、パソコン、ＰＤＡなどの端末機を用い
てデータを送信してもよい。
【００３９】
図１３は、第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステム５００における医療機器メー
カー２００側の処理を示すフローチャートである。以下に、このフローチャートを説明す
る。
【００４０】
医療機器メーカー２００は、ハンディターミナル１００から送信された情報を受信すると
（Ｓ１１）、この受信した注文データに基づいて、パーツデータベース２３０から受注し
たパーツの情報を抽出する（Ｓ１２）。
【００４１】
注文データが内視鏡本体のみの場合（Ｓ１３：Ｙ）、この注文データは、医療機器メーカ
ー２００が設定した基本仕様のパーツによって組立てられた内視鏡の注文データであり、
通常、医療機器メーカー２００は、このような基本仕様の内視鏡を在庫として備えている
。そのため、Ｓ１５に進む。また、注文データが内視鏡、及び各種パーツである場合（Ｓ
１３：Ｎ）、パーツデータベース２３０から抽出したパーツに関する情報を、製造ライン
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２５０に送信する（Ｓ１４）。なお、ここでいうパーツに関する情報とは、医療機器メー
カー２００内におけるパーツの識別番号や、パーツが管理されている場所などの医療機器
メーカー２００内特有の情報を表す。
【００４２】
パーツに関する情報を受信した製造ライン２５０は、その情報に基づいて、各種パーツを
調達、または製造する。そしてそれらのパーツを、内視鏡本体に組み込み、内視鏡を完成
させる。内視鏡が完成すると、製造ライン２５０は、その内視鏡を、配送センター２６０
に搬送する。
【００４３】
また、抽出部２２０は、ハンディターミナル１００から送信された情報のうち、ユーザー
識別番号に基づいて、ユーザーデータベース２４０からユーザーに関する情報を抽出する
（Ｓ１５）。そして、抽出したユーザーに関する情報を配送センター２６０に送信し（Ｓ
１６）、医療機器メーカー２００側が行うオーダー処理は終了する。配送センター２６０
は、ユーザーに関する情報に基づいて、完成した内視鏡を、ユーザーに配送する。
【００４４】
図１４は、本発明の第２の実施形態でハンディターミナル１００ｚに表示される情報を示
す図である。なお、ハンディターミナル１００ｚにおいて、図２で示す第１の実施形態の
ハンディターミナル１００と同一の構成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は
省略する。この図１４は、第２の実施形態における、ハンディターミナル１００の内視鏡
を注文するプログラムが起動した状態を表しており、表示部１２０には、ユーザーに対す
る質問が表示されている。この第２の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムは、ユー
ザーの手の情報に基づいて、医療機器メーカー２００側が、そのユーザーにとって最も操
作し易い操作部３０を備えた内視鏡を、ユーザーに提供することができるシステムである
。ここでいうユーザーの手の情報とは、例えば、ユーザーの利き腕、手の大きさ、各指の
太さ及び長さなどである。
【００４５】
図１５は、第２の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおけるユーザー側の処理を
示すフローチャートである。以下に、このフローチャートを説明する。
【００４６】
ユーザーは、第１の実施形態と同様の選択方法によって、購入する内視鏡を選択する（Ｓ
１０１）。そして、ハンディターミナル１００に、購入する内視鏡の情報を入力する。購
入する内視鏡の情報を入力すると、表示部１２０に、図１４に示す画像が表示される。そ
して、「１．利き腕」と表示された箇所に点滅するカーソルが現れる。ユーザーが右利き
である場合、入力部１１０に配列された図示しない「ａ」が記されているキーを押圧する
。また、ユーザーが左利きである場合、入力部１１０に配列された図示しない「ｂ」が記
されているキーを押圧する。ユーザーの利き腕の情報を入力されると、ユーザーに、利き
腕の情報が選択されたことが分かるように、選択した利き腕に表示されているアルファベ
ットが白抜きで表示される。そして、カーソルは、「２．手のサイズ」と表示された箇所
に移動する。次に、ユーザーは、自身の手のサイズを入力する。このように、ハンディタ
ーミナル１００にユーザーの手の情報を入力し（Ｓ１０２）、入力が完了すると、図示し
ない送信キーを押圧し、ユーザー識別情報と共に、この手の情報を医療機器メーカー２０
０に送信する（Ｓ１０３）。
【００４７】
図１６は、第２の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおける医療機器メーカー２
００側の処理を示すフローチャートである。以下に、このフローチャートを説明する。
【００４８】
医療機器メーカー２００は、ハンディターミナル１００から送信された情報を受信すると
（Ｓ１１１）、この受信したユーザーの手の情報に基づいて、第２の実施形態に備えられ
ているパーツデータベース２３０ｚからパーツの情報を抽出する（Ｓ１１２）。
【００４９】
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図１７は、パーツデータベース２３０ｚに記録されている情報を示す図である。このパー
ツデータベース２３０ｚには、種々の内視鏡本体の情報と共に、それらの内視鏡の操作部
を構成する種々のパーツに関する情報が記録されている。この第２の実施形態のパーツに
関する情報とは、医療機器メーカー２００内におけるパーツの識別番号や、パーツが管理
されている場所などの医療機器メーカー２００内特有の情報、及びパーツを使用するユー
ザーの最適な手の情報を表す。このパーツを使用するユーザーの最適な手の情報とは、上
下湾曲ノブＢの場合、利き腕「右」、手のサイズ「１０～１２」、指の長さ「９～１１」
などである。これは、上下湾曲ノブＢが、右利き用で、手のひらの大きさが１０～１２ｃ
ｍ（指と水平方向）、指の長さが９～１１ｃｍ（例えば、中指）の範囲内のユーザーにと
って、最も扱い易い上下湾曲ノブであることを示している。
【００５０】
抽出部２２０は、ハンディターミナル１００から送信されたユーザーの手の情報と、パー
ツデータベース２３０ｚに記録されている上記最適な手の情報と、を比較し、送信された
ユーザーの手の情報を満たす、若しくは最も条件の合ったパーツの情報を各種、抽出し、
製造ライン２５０に送信する（Ｓ１１３）。そして製造ライン２５０は、その情報に基づ
いて、各種パーツを調達、または製造する。そしてそれらのパーツを、内視鏡本体に組み
込み、内視鏡を完成させる。内視鏡が完成すると、製造ライン２５０は、その内視鏡を、
配送センター２６０に搬送する。また、抽出部２２０は、第１の実施形態と同様に、ハン
ディターミナル１００から送信された情報のうち、ユーザー識別番号に基づいて、ユーザ
ーデータベース２４０からユーザーに関する情報を抽出し（Ｓ１１４）、抽出したユーザ
ーに関する情報を配送センター２６０に送信し（Ｓ１１５）、医療機器メーカー２００側
が行うオーダー処理は終了する。配送センター２６０は、ユーザーに関する情報に基づい
て、完成した内視鏡を、ユーザーに配送する。
【００５１】
なお、これらの実施形態の内視鏡では、操作部３０の重量を少しでも軽くするために、ユ
ーザー側で各種パーツを交換できないように、構造を簡略化して構成されている。
【００５２】
以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく様
々な範囲で変形が可能である。
【００５３】
【発明の効果】
以上のように本発明の内視鏡オーダーパーツシステムでは、ユーザーが、内視鏡を構成す
る種々のパーツを、自身の好みに応じて選択することができる。また、ユーザーは、手の
情報を業者に知らせることによって、業者側で最適な内視鏡を製作してもらうことも可能
である。そのため、この本発明の内視鏡オーダーパーツシステムでは、内視鏡を購入する
全てのユーザーに最適な（例えば、操作し易い）内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムの構成を示すブロック
図である。
【図２】本発明の第１の実施形態のハンディターミナルの詳細を示す図である。
【図３】医療機器メーカーが販売する内視鏡の一形態を示す図である。
【図４】内視鏡の操作部の詳細を示す図である。
【図５】パラメータの異なった操作部本体の種々のパターンの一例を示す図である。
【図６】パラメータの異なったグリップの種々のパターンの一例を示す図である。
【図７】パラメータの異なった上下湾曲ノブの種々のパターンの一例を示す図である。
【図８】パラメータの異なった左右湾曲ノブの種々のパターンの一例を示す図である。
【図９】パラメータの異なった上下ブレーキレバーの種々のパターンの一例を示す図であ
る。
【図１０】パラメータの異なった左右ブレーキツマミの種々のパターンの一例を示す図で
ある。
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【図１１】パラメータの異なった鉗子起上レバーの種々のパターンの一例を示す図である
。
【図１２】第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおけるユーザー側の処理を
示すフローチャートである。
【図１３】第１の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおけるメーカー側の処理を
示すフローチャートである。
【図１４】本発明の第２の実施形態でハンディターミナルに表示される情報を示す図であ
る。
【図１５】第２の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおけるユーザー側の処理を
示すフローチャートである。
【図１６】第２の実施形態の内視鏡オーダーパーツシステムにおけるメーカー側の処理を
示すフローチャートである。
【図１７】第２の実施形態のパーツデータベースに記録されている情報を示す図である。
【符号の説明】
１　内視鏡
３０　操作部
１００　ハンディターミナル
２００　医療機器メーカー
５００　内視鏡オーダーパーツシステム

【図１】 【図２】
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